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研究概要
identity-based marginal solution [Takahashi-Tanimoto(2001)]

周りの理論 :

で Siegel (Landau) gaugeの数値解         を構成

vacuum energy,  gauge invariant overlap (GIO)を評価

K'Bc代数による dressed      -gaugeの解析解：

[Inatomi-Kishimoto-Takahashi(2012)] の場合と同一の結果

・tachyon vacuumのゲージ非依存性の確認

・identity-based marginal solution　　の

   vacuum energyはゼロであることと整合

・ identity-based marginal solution       の GIOの直接計算と整合

・M-branch, V-branchの数値的振る舞いも調べた
・massless fieldの定数モードの値に有限な上限があるようだ
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Siegel gauge (             ) の数値解の場合

レベル Lを上げると全ての xで
となると期待される
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Landau gauge (                  ) の数値解の場合

|x|が小さいところでは E=-1に近づくが
レベル L=5～ 8で数値解が x : 大で不安定
Siegel ゲージのほうが数値的に安定しているようなので
他では Siegel ゲージの解の結果を表示している

Gauge Invariant Overlaps (GIO)
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レベル L を上げると全ての xで
に近づく傾向がある

点線は 点線は

レベル L を上げると全ての xで
に近づくと傾向がある

数値解　 は解析解　  とゲージ同値なタキオン真空に対応する

の理論における M-branchと V-branch
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の理論での M, V-branch [Sen-Zwiebach(2000), KMOSY(2012)]

の理論での M, V-branch
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レベルを上げると M-branchは次第に平坦になるが　　 に限界がある。

の理論の場合と比べて、全体として右にずれた形

L=6で M-branchの xを変えていくときの様子

L=6で V-branchの xを変えていくときの様子
最小値をとる点は |x| ：大で右にずれていく　

L=6で M-branchの xをさらに変えていくときの様子
x < -1.4ではもはや平坦にならない 　→ |x|：大では M-branchは不安定？

L=6で V-branchの xをさらに変えていくときの様子
最小値をとる点は |x|：大で左上にずれていく

の理論における M-branchの GIO
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は Siegelゲージの M-branchの数値解

identity-based marginal solution　　の GIO の「解析的」計算結果

（？）

の上限について
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の理論での Siegel  gaugeのタキオン真空解     の　  の値
レベル Lを上げると　 に有限な最大値があるグラフに近づく傾向にある

Siegel gaugeの解 の　 の x依存性
　　　(　　　  での関係式 )
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の理論での Siegel gaugeの解

L=2,4,6,8,10,12,14,16,18,20,22,24,26

の数値解のデータを用いる
[I.K.-T.T, I.K(2009-2010)]

実線は　　　　の形でフィットしたもの

各レベルまでのデータを用いて
関数の最大値を評価

レベルトランケーションによる数値解の構成

ゲージ固定した運動方程式：

ニュートン法による逐次近似：

Siegel gaugeの場合の projection :

弦場の基底の一般形 :

レベルトランケーション近似をすれば有限次元の連立線形方程式に帰着

最初の弦場　　 を適当に選び n : 大で数値的に収束すればそれが数値解

弦場の基底の数を consistent な対称性を課してできるだけ減らす

レベル：

レベル Lの計算では弦場を最大レベル Lまでの基底で展開する
相互作用項（弦場の＊積）では 3つの弦場のレベルの和は最大 3Lまでとる
　　　　→　(L, 3L) 近似

：レベル Lの計算での基底の数
：レベル Lの計算でのゲージ条件を課した後の基底の数
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